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10年後の僕は？ 4月23日、全逓2010カプセル埋蔵式典で

（町報に記事掲載）
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男 1,540人 (+6)
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世帯数 1,069器(+3)
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i庖。⑮。⑱

関
係
者
が
集
い
盛
大
に
開
催

自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章）

緑
豊
か
な
自
然
と
歴
史
や
文

化
に
育
ま
れ
た
肱
川
町
は
、
郷

土
の
繁
栄
を
願
う
町
民
の
た
ゆ

み
な
い
努
力
に
よ
り
発
展
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
時
あ
た
か
も
西
暦

二

0
0
0年。

こ
の
よ
う
な
年
に
あ
た
り
、

自
治
の
一
層
の
進
展
を
期
し
て
、

平
成
十
一
年
度
に
実
施
し
た
事

業
の
総
合
落
成
式
と
、
町
政
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
を

0

功
労
賞

鉾

岩

勉

氏

（

中

野

）

農
業
団
体
の
育
成
に
尽
力

肱
川
町
政
発
足
記
念
式
典

受

賞

者

顕
す
こ
と
と
し
、
四
月
二
十
九

日
に
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し

こ。f
 式
典
で
は
、
町
長
式
辞
の
後
、

完
成
し
た
主
要
公
共
工
事
の
紹

介
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
方
々
に
表
彰
状
、

感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。そ
し
て
、
今
後
肱
川
町
政
の

一
層
の
発
展
を
祈
る
と
と
も
に
、

最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
誓
い
、
式
典
を
閉
じ
ま

し
た
。

0

部
門
別
功
績
賞

（
地
方
自
治
功
績
賞
）

福
田
哲
秋
氏
（
下
鹿
野
川
）

監
査
委
員
功
労

0

感
謝
状
(
7
個
人
）

今

宮

忠

雄

氏

（

久

保

）

農
業
委
員
会
委
員
功
労

有
害
鳥
獣
駆
除
協
力
功
労

肱

川

明

氏

（

大

洲

市

）

歯
科
診
療
業
務
功
労

曽

根

正

志

氏

（

中

野

）

交
通
安
全
推
進
功
労

菊
池
昭
三
郎
氏
（
大
和
）

人
権
擁
護
・
教
育
功
労

水

口

石

衛

氏

（

広

常

）

同
和
対
策
協
議
会
役
員
功
労

佐

川

敬

氏

（

大

洲

市

）

人
権
教
育
に
貢
献

冨
永
政
男
氏
（
月
野
尾
）

0

表
彰
状

高
橋
里
子
氏
（
上
嵯
峨
谷
）

長
期
に
亘
る
献
身
的
家
族

介
護

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------==========,=========-----

お客さんに好評でした

且 (2)

ヌ
0ー
ガ
ソ
ひ
じ
か
わ
”
風
“
語
り

ま
ち
の
未
来
は
変
化
か
ら
創
造
へ
文
化
か
ら
文
明
へ

肱
川
町
政
発
足
記
念
式
・
肱
川
町
総
合
落
成
式

肱
川
町
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
が
主
催
す
る
「
し
ゃ
く
な
げ

ま
つ
り
バ
ザ
ー
」
が
、
四
月
十

六
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
。
「
し
ゃ
く

な
げ
ま
つ
り
の
期
間
中
に
肱
川

町
を
訪
れ
る
大
勢
の
行
楽
客
に

バ
ザ
ー
を
提
供
し

．
た
い
」
と
い
う
の

が
目
的
で
す
。
バ

ザ
ー
の
内
容
は
、

お
で
ん
二
百
食
・

飲
み
物
•
お
に
ぎ

り
等
。
中
で
も
、

大
谷
地
区
で
と
れ

た
お
米
で
作
っ
た

七
升
の
お
に
ぎ
り

は
す
ぐ
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
し
ゃ

く
な
げ
の
花
見
客

だ
け
で
な
く
、
肱

川
町
俳
句
会
や
お

茶
会
の
方
々
に
も

利
用
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
喜
ば
れ

た
よ
う
で
す
。

年
に
一
回
の
バ
ザ
ー
と
は
い

え
準
備
等
は
と
て
も
大
変
で
す

が
、
町
の
宣
伝
の
―
つ
に
な
れ

ば
と
、
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
の
メ
ソ
バ
ー
は
意
欲
的
で
す
。

お
で
ん
バ
ザ
ー
大
成
功

肱
川
町
さ
わ
や
か
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

り
情
報
、
楽

L
じ
匿
題
老
ぇ
で
く
ビ
さ
、
゜

＾
 

風
お
こ
し
課

戸

6

三一



(3) 柩盆⑮。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 且

- - - ~ • 9 

いよいよタイムカプセルを埋蔵します

全
逓
愛
媛
地
区
本
部
に
よ
る

「二

0
-
0
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

埋
蔵
式
典
」
が
四
月
二
十
三
日
、

マ
ソ
ジ
ュ
越
え
の
「
全
逓
の
森
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
今
年
、
同
本

部
が
組
織
改
革
で
改
変
さ
れ
る

こ
と
を
機
に
計
画
さ
れ
、
十
年

後
の
自
分
や
親
し
い
人
に
あ
て

た
手
紙
を
全
国
か
ら
募
集
し
た

も
の
で
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
、
実
に
二
千
二
百
八
十
通

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
全
逓
関
係
者
を

は
じ
め
、
町
内
小
中
高
校
生
や

一
般
の
人
た
ち
約
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ

つ
な
ど
の
後
、
中
野
小
学
校
四

年
松
本
尚
也
く
ん
、
肱
川
中
学

校
三
年
藤
原
由
紀
さ
ん
、
大
洲

高
校
肱
川
分
校
武
田
聖
士
く
ん

の
三
人
に
よ
る
「
二
十
一
世
紀

ア
ピ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
十
年
後
、
お
父
さ
ん
と
同
じ

仕
事
が
し
た
い
」
「
肱
川
の

自
然
を
守
り
た
い
」
「
人
と

気
持
ち
が
通
じ
合
う
清
い
心

を
持
ち
た
い
」
な
ど
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
力
強
い
宣
言

が
あ
り
ま
し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
合
成

樹
脂
製
で
、
手
紙
を
入
れ
て

密
封
し
あ
ら
か
じ
め
掘
ら
れ

た
穴
に
埋
め
ら
れ
、
9

参
加
者

が
土
を
か
ぶ
せ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
上
の
地
面
に
は
、

レ
ソ
ガ
を
敷
き
詰
め
て
、

「二

0
1
0
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
」
と
書
か
れ
た
石
板
が
置

か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

胸
の
中
に
、
十
年
後
に
向
け

10
年
後
の
夢
を
こ
め
て

2
0
1
0
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
蔵
式
典

下鹿野川 和氣さん宅

た
想
い
を
抱
い
た
こ
と
で
し
ょ

う。
ま
た
、
地
元
バ
ソ
ド
の

s
&

M
の
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ソ
サ
ー
ト
で

は
、
そ
の
日
の
た
め
に
作
ら
れ

た
「
十
年
後
の
僕
」
が
披
露
さ
れ
、

親
し
み
や
す
い
曲
に
合
わ
せ
皆

冒〗；鸞 1 ロイヤ）レフィッシュ登場 1 

す09 ；麿眉嘉！と胃 —ユ..... 唾~ Ii 
チ程水のや宅‘市

土は9i ：ご贔誓
り魚作で来イ野松
飼がりすたヤ川山
育今‘°のルの空

(
6

三
四
ー
ニ
0
一
九

和
氣
邦
嗣
宅
）

が
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
手
紙
は
十
年
後

に
掘
り
出
し
、
肱
川
郵
便
局
か

ら
配
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
生
活

再
建
調
査
事
業
に
よ
り
導
入
さ

れ
た
も
の
で
す
。

・

ロ
イ
ヤ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
は
、

「
キ
ャ
ビ
ア
」
が
採
れ
る
「
チ
ョ

ウ
ザ
メ
」
の
こ
と
。
し
か
し
、

和
氣
さ
ん
の
目
的
は
、
キ
ャ
ビ

ア
で
は
な
く
、
三
十
セ
ソ
チ
程

ま
で
飼
育
し
、
食
材
と
し
て
出

荷
す
る
こ
と
で
す
。
ロ
イ
ヤ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
大
変
成
長
の

早
い
淡
水
魚
で
一
年
足
ら
ず
で

そ
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
コ

ラ
ー
ゲ
ソ
を
多
く
含
み
、
鍋
、

さ
し
み
、
煮
物
に
と
捨
て
る
所

の
な
い
魚
で
す
。

ま
た
、
肱
川
町
の
新
し
い
特

産
品
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。見
学
も
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収

入

役

兵

頭

茂

助

役

宮

田

四
月
十
二
日
、
肱
川
町
議
会

の
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

三
月
三
十
一
日
付
け
で
辞
任

し
た
森
繁
前
助
役
と
中
野
博
司

前
収
入
役
の
後
任
と
し
て
、
新

し
い
助
役
に
宮
田
章
総
務
課
長
、

収
入
役
に
兵
頭
茂
ダ
ム
対
策
課

長
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

章

助
役
に
宮
田
氏

収
入
役
に
兵
頭
氏



i庖。⑮。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 且 (4)

玉 環 鏡 考える
第 2回

リサイクルで、 ゴミを減らす

これまでのゴミ処理の問題は、いかに適正に処理するかに重点が置かれて

いました。

しかし、処分場の空間的問題や、焼却時に排出されている CO2（二酸化炭

素）の地球温暖化に及ぼす影響、そして有限な資源の有効活用などの観点か

ら「ゴミそのものの量を減らす」ことに焦点が移ってぎています。

その最も有効な手段が、リサイクル（再生利用）なのです。リサイクルは、

ゴミになる物質の再資源化により 、ゴミの減量や資源の有効活用に役立つと

ともに、生産活動に伴うエネルギー消費の抑制にもつながるのです。

また、恵み豊かな地球環境を未来に継承するため、このリサイクル活動を

推進するとともに、大畠生産 ・大量消費 ・大量廃棄型の社会経済活動を「循

環型」に転換していき、究極的にはゴミゼロ社会を

目指すことが、国際的な共通認識になっています。

その実現のためには、資源から製品 ・消費・廃棄

に至る流れを把握し、それぞれの段陛で資源の有効

利用、再生利用の検討を加え、みんなが「資源を大

切に使っていく」意識を高める必要があるのです。

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
に
向
け
て

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
で
る

（
可
燃
）
ゴ
ミ
は
、
内
山
衛
生
事

務
組
合
で
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
組
合
は
、
肱
川
町
、
内
子

町
、
五
十
崎
町
、
河
辺
村
と
、

中
山
町
、
広
田
村
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
車
は
、
一
日
平
均

約
二
千
五
百
袋
、
十
七
ト
ソ
程

度
を
集
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

ゴ
ミ
の
量
も
年
々
増
え
て
、
そ

の
質
も
変
化
し
て
い
る
よ
う
で

す。
事
務
組
合
の
焼
却
炉
は
、
昨

年
度
か
ら
最
新
の
施
設
に
更
新

さ
れ
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

科
学
の
力
を
発
揮
し
、
す
ぐ

れ
た
処
理
施
設
で
す
が
、
ご
み

を
焼
け
ば
二
酸
化
炭
素
を
発
生

さ
せ
地
球
温
暖
化
を
進
め
ま
す
。

安
易
に
ご
み
を
出
さ
ず
再
利

用
や
資
源
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

．
 

家
庭
か
ら

出
て
い
る

ゴ
‘
、
た
つ
い
て



(5) 柩毯。⑮。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります (IBJ民憲章） 臼

不燃物処理状況
（単位： t)

年度 年間総収集量

6 167 

7 162 

8 153 

， 162 
10 155 

(!BJ民課調べ）

（単位： t)

年度
年間総排出量 年間総収集量 処理施設処理 自家処理量
（処理計画人口により算出） （可燃物のみ） （内山衛生事務組合）

6 1. 130 417 276 704 

7 1, 119 260 289 680 

8 1.092 431 448 644 

， 1,097 466 466 631 

10 1, 091 319 490 601 

（町民課調べ）

内山衛生事務組合の試算では、可燃ゴミの増加量は年間251tづ
つ増加しております。

平成10年度を基に換算すると4.8％の率で推移していくものと思
えます。

回収している可燃ゴミの15、20％は生ゴミです。この生ゴミを自
宅で堆肥化するなど有効利用して、コミの減量化にご協力ください。

肱
川
町
の
ご
み
処
理
状
況

（
 

三 ＂サイ ,,lu2ついこ攀2、
こ乞ることガら蛤めこいま寄。

山鳥坂ダムワーキンググループでは、将来の肱川を考えどういうことをしていけばい

いのか、毎月 1回テーマごとに分かれて話し合いをしています。

その中の環境について考えるグループでは、私たち一人ひとりの行動でゴミを少なく

しだり、貴重な資源をムダにせず再び役に立つように循環させていけることはないだろ

うかと、実現可能なことを拾い出して検討しています。

そこで今回は、最初に取り組みましたアルミ材の回収活動についてご紹介いたします。

町内の各小・中・高等学校にアルミニュウーム（缶・材）の回収活動を実施していた

だくようお願いいたしましたところ、子供たちへの環境教育の一環としても大変有意義

だと、快くお引き受けいただきました。すでに実施されていた学校もありましたが、そ

れぞれの学校とPTAが主になって活動をしていただくこととなりました。

では、なせてrPILミ＝コーしな(J)? というお話からはじめます。
平成6年度状況 ァルミニュームの原料は、ボーキサイトです。ボーキサイトから幾多の工程

―-`_-
,"” ーー、̂rJ 

こ
- --

148億5千万缶が
生産されました

925万世帯の 1ヵ月分の家庭用電
力が節約されたことになります。

を経て、アルミニューム新地金やセラミックスが生まれます。アルミは別名

「電気の缶詰」と呼ばれるように、この精製過程で大量の電力を使います。

国内のアルミ缶総販売数は平成6年度の資料では、 14,850百万缶で、その内

再生利用されたアルミ缶は、 6,069百万缶です。この6,069百万缶を再生利用す

る場合に節約された電力量は、同じ量のアルミ地金をボーキサイトから生産す

る場合に比べて、東京都、神奈川県、静岡県（計925万世帯）の概ね一ヶ月の

家庭用電力に相当します。日本で使用するアルミ新地金は99％輸入しています

ので、それだけ海外のエネルギーが節約されたことになります。

このように、アルミ缶を回収しリサイクルすることは、限りある資源を守り

有効に利用することとともに、エネルギーの節約に大きく貢献することとなっ

ています。まさに一人ひとりの地道な活動ではありますが、全体として見れば

とても地球環境にやさしい活動なのです。

次回は、じゃ、こhなた乞な尊畠Cどうやっこ彎迄U2国り饂h'C‘いく0)？
という事をお話しします。
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i毯。⑮。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 且 (8)
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＜講習日程》

講 開

平成年112 1 平成年19 2 
刃E刃ョ 催

内 場
合六 所

月15 2月0 

蒻> へ日 ／ 日
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、、

凰時 ヽ
後午 ～ 後午

時4 時1 

の 30,,.........._ 30 
止 分闊3 分
塵

ヽ

疇 1 1日疇口慕§囀
講習会を修了した方には、

修了証を交付いたします。

回虹甚;|||||||1籾饂乱
川上支署 834-2851

（町民憲章） 后
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す
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す
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催
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。
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（年 金 。こ↑
 
よ り）
 年金手帳を大切に

国民年金や厚生年金、共済組合に加入す

ると、ブルーの年金手帳が交付されます。

この手帳は、学生から社会人、会社員から

自営業・専業主婦へと職業が変わった場合

でも使用することになりますから大切に保

管しておきましょう。

また、公的年金制度すべての共通となっ

ており、 1冊で全制度の加入、脱退の記録

がわかるようになっていますので、加入期

間の空白が発生するのを防止し、年金を受

給する権利を確認することができます。

なお、年金手帳は加入期間を記録するこ

とはもちろん、年金を請求するときの提出

書類となりますので、大切に保管してくだ

さい。



柩い。⑮。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 且 (10)

疇疇疇疇疇国保を支える保険税曇曇曇曇疇
国保に加入すると、保険税を納めていただきます。納めていただいた保険税は、

国や都道府県、市区町村からの補助と合わせて、みなさんが病気やケガをしたと

きの医療費などにあてるんです。つまり、保険税は、国保を運営するための重要

な財源なんです。

1保険税の決めかた 1保険税の通知
保険税は、市区町村が各世帯ごとに所得や人数に応じて、次の

計算方法を組み合わせて決めます。

●所得割額 収入に応じて計算

●資産割額 資産に応じて計算

●均等割額 各世帯の加入者数に
応じて計算

●平等割額 各世帯いくらと均一
に計算

（単位：円）

項 目 金額 備考

田植機山田 9,000 
田植
(10 a当り）沖田 7,000 

春田起こし山田 10,000 
沖田区別なし

9,000 
稲作
トラクター(10a当り）沖田

しろかき(10a当り） 12,000 

稲刈り バインダー 9,000 ひも含む

(10a当り） コンバイン 16,000 

脱 穀（もみ1俵あたり） 580 

もみすり（米 1俵あたり） 850 

男 7,000 
一般農作業

女 5,000 

＊注意 この金額はあくまでも基準ですから、人の能

力差・地理的条件などを検討の上、双方で適

正な賃金を決定してください。

平
成
拉
年
度
鐵
作
践
の

雇
閑
買
金
等
の
国
安
表

肱
川
町
農
業
委
員
会

保険税は、各世帯ごとに年間保険税

を決め、世帯主あてにお知らせします。

納付書が届いたら納期内に納めるよう

にしましょう。

◆納付が困難な場合には

災害などの事情でどうして

も納付が困難な場合は、はや

めに市区町村の担当窓口にご

相談ください。

/ ~ 
ふ士七9J康塑知

Rご蒙ぽ
みなさんはお寿司屋での上がり

にお荼が出るのはどうしてかごぞ

んじですか？これは、お茶に含ま

れる 「カテキン」という物質に抗

菌作用があり、食中毒予防の効果

があるからです。食中毒は特に夏

場に多く発生します。食中毒にな

ると、吐き気や腹痛、下痢などを

ともないますが、ひどい場合には

死に至ることもあります。食中毒

予防のため

にも、毎食

後お荼を飲

～むようにし

てはいかが

ですか。
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肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会

総
会
が
四
月
二
十
五
日
、
肱
川

町
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
、
以
下
の
基

本
方
針
「
障
害
者
の
基
本
理
念
」

で
あ
る
『
完
全
参
加
と
平
等
』

に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
＜
豊
か
で

活
力
に
満
ち
、
住
み
慣
れ
た
地

域
社
会
に
お
い
て
自
助
努
力
で

自
立
更
生
し
、
よ
り
よ
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
障
害

者
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得

て
今
後
の
障
害
者
福
祉
の
向
上

を
期
す
る
と
共
に
、
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し

ま
す
。
近
年
、
高
齢
化
、
情
報

化
な
ど
新
た
な
展
開
に
あ
っ
て

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
市
町

村
の
行
政
及
び
財
産
の
強
弱
に

よ
っ
て
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
が
生
じ

る
な
ど
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
身
体
障
害
者
の
自
立
更

゜
0
支
部
長

生
の
高
揚
と
相
互
の
理
解
を
強

化
す
る
と
共
に
、
福
祉
施
策
の

向
上
及
び
障
害
者
に
対
す
る
一

般
社
会
の
理
解
と
協
力
を
得
て

ふ
れ
あ
い
の
中
で
潤
い
と
安
ら

ぎ
に
満
ち
た
幸
せ
な
生
活
を
送

る
事
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。
更
に
、
明
日

へ
の
希
望
を
強
く
も
ち
福
祉
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
」
を
基
に

事
業
計
画
な
ど
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
ご
来
賓
の
方
々
に
は
、

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

臨
席
い
た
だ
ぎ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

•

新
役
員
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＿
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0
会

長

安

川

武

志

〇

副

会

長

城

戸

寿

賀

偵

小

川

和

雄

藤

川

エ

ミ

子

亀

井

義

久

東

信

子

兵

頭

政

則

金

平

続

久
保
田
ム
ネ
コ

〇
理

事

社
協
だ
よ
り

肱
川
町
身
障
者
更
生
会
総
会
開
催

会
長
に
安
川
武
志
氏
を
再
選

肱川町社会福祉協議会

匹 (0893)34-2312 

平
成
十
二
年
度
肱
川
町
の
人

事
異
動
に
伴
い
当
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
に
お
い
て
も
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑮

徳

本

幹

寿

⑱

藤

原

優

勝

ー
お
知
ら
せ

S

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

保
健
セ
ソ
タ
ー
内
（
旧
介

護
支
援
係
室
）
に
事
務
所

を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、

新
た
に
電
話
番
号
も
取
得

い
た
し
ま
し
た
。
お
気
軽

に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

人
事
異
動
に
つ
い
て

新電話番号834-2312

山

下

俊

勝

源

田

武

上

田

八

重

子

〇

監

事

中

岡

道

幸

三

好

萬

亀

雄

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
鹿
野
川
宮
本
龍
二
郎
様

東

京

都

楠

本

八

郎

様

社会福祉協議会へ

ご芳志

クラプ名 男 女 計

正 山 45 54 99 

中 央 32 47 79 

大 ‘ 、D．、 42 50 92 
I」¥ 藪 29 46 75 

予子林 34 56 90 

岩 ‘ヽD ’ヽ 12 28 40 

合 計 184 280 475 

●
五
月
三
十
日

創
作
館
運
営
委
員
会嶽

●
五
月
十
六
日
＼
十
七
日

町
老
連
研
修
旅
行
（
兵
庫
県
）

●
五
月
十
日

町
老
連
総
会

単位老人夕ごラプ定期総会開催

新二役＝員決＝ま二る
平成12年度の単位老人クラプ総会が4月中に開催され、活動報

告、決算報告、計画・予算などが審議され承認されました。役員

改選が行われたクラプもあり新しい役員は別表のとおりとなって

おります。来賓祝辞をいただき、老人クラプヘ対しての激励を賜

りました。老人クラブヘの期待は高まっており、高齢化社会に向

けて、活動も多く多様化して来るものと考えられます。会員の皆

さん頑張って社会に奉仕しましょう。

RR@R⑥ 

クラプ名 会 長 副会長 婦人部長

正 山 飛野虎生 上野光孝 万願寺ヨシ子

中 央 令岡安盛 沖永重信 山内 幸

大 ベD 浅井義明 矢野 伊ロ 沖野 緑

I」¥ 藪 中居喜代光 兵頭芳一 藤井里見

予子林 堀内英雄 村田英夫 東 松代

岩 ＾ ‘D ‘ヽ 城戸寿賀イ身 森岡鶴男 和気スヱ子
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深植えされた木は、呼吸す
るために新しい根を上に向かっ
て伸ばすことでようやく生き
延びています。深く植えられ
た部分の根は根ぐされを起こ
して木は弱ってしまいます。

し
す

L
肥

＠

痒
想
的
な
埴
え

ま
る
よ
、

／
耕
れ
ま
堆

[
 

の

。

く
か
せ
や

木
に

／
広
分
ぶ
葉

r
.'

，く
枝
か
れ
。

／
深
が
を
枯
チ

ん
は
根
土
は
ル

盆
誓
芸

,

4

え
そ
ま
根
等

（
 

ん
植
。
分

。
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部
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l
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.
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辺5
[

グ

E
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多
h
1
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マ

塁

呼
て
も

が
え
の

X

根
植
る

、
。
せ
。

と
す
ぶ
す

る
ま
か
ま

ぎ
り
を
り

す
な
土
な

え
く
に
に

植
な
元
と

く
き
根
こ

深
で
ら
じ

吸
か
同

R
高
植
‘
え
j

場
が
は

い
根
根

°
悪g

琵
5

<
i

/
4̀
 

5

ズ
）
，‘三`

木はとても長生きで、大
きくなる生きものです。木
を植える時は、将来建物や
電線などにふれたりしない
ような広い場所に植えましょ
う。そして根ものびのび広
げることができる植え方を
してあげましょう。

、I

森
林
組
合
だ
よ
り

絵 協
力
構
成

岩
谷
美
苗

研
究
所

堀
大
オ
（
財
）
日
本
緑
化
セ

ン
タ
ー

小
川
芳
彦（
現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化
誌

源
緊
葛
困
困
歯
涸
困
困
涸
困
茜
澱
澱
澱
湘
肩

図
員
欝
認
麗
蜃

澱
澱
薗
諮
図
澱
蔀
茜
茜
茜
苺
茜
苺
苺
器
茜
澱
菌
菌
5

最
近
で
は
、
環
境
問
題
が
頻
繁
に
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
環
境
問
題
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

私
達
大
人
を
含
め
、
次
世
代
に
住
み
良
い
環
境
を
残
す
こ

と
も
大
切
な
役
割
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
環
境
問
題
に
対
し
、
教
育
の

一
環
と
し
て
、
子

供
達
を
対
象
に
森
林
環
境
教
育
等
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
森
林
に
つ
い
て

ク

●
野
鳥
の
観
察

●
き
の
こ
観
察

{J-

．＿．．

｀
ーヽ

・1

●
記
念
植
樹

；

1

：

●
環
境
問
題

．

0

》
｀
～

）

●
災
害
復
旧
事
業

・・

等
、
あ
ら
ゆ
る
森
林
（
林
業
）

r
／
。
咋
一
7

rー

．
．
 
、澤＂
＂

関
係
に
つ
い
て
、
講
義
や
、

ゆ

U

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
学
習

．．
 

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
、
学
年
単
位
ま
た
子
供
会
等
の
少
人
数
で
の
依
頼
で

も
結
構
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
、

夏
休
み
に
む
け
て
、
子
供

と

一
緒
に
森
林
の
恵
み
を
満
喫
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

相
談
窓
口
と
し
て
、
森
林
組
合
に
は
、
駐
在
員
（
林
業
改

良
指
導
員
：
主
査
久
保
）
が
お
り
、
林
業
全
般
に
つ
い
て

の
指
導
相
談
を
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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冒

知

of

□

も

。

。

翌

こ

讐

゜

匹

て

に

み

、

は

す

ん

い

ま

江
紅
ば
社
丘
闘

て

て

考

っ

し

い

り

合

異

つ
つ
か
？
な
と
良
あ
都
は

思
と
う
か
ん
り
の
り
て
と

蛉

と
に
ど
す
さ
ま
合
ま
っ
合

め
木
か
ま
く
ん
都
あ
と
都

の＊
口
言
〗

[
g
5

こ

こ

と

り

に

自

と

①
殖
｀
を
つ
口
も
さ
強
剪
定
を
す
gピ
、、

悩

こ
対
人
困
な

的
に
。
は
を

本
れ
す
と
葉

基
そ
ま
こ
や
。

、
と
し
る
枝
う

が
る
ら
切
は
よ

す
れ
枯
て
き
し

ま
ら
で
し
と
ま

り
切
分
測
る
し

よ
が
自
予
え
残

も
根
を
を
植
＜

こ
、
枝
れ
。
多

た
そ
す
く

町
は
樹
木
し
が
で
ヘ

樹
応
問
穀
る

②
芝
柱
で
が
っ
ち

L

固
定
す
る
と
｀
•
O

—
ー
ニ
〗

＼
ー
臼

す
を
達

に
幹
発

n
 

柱
て
ヘ

|

lー

l

"

支
じ
向

'

の

応

方

l

度
に
な

程
れ
要

↑

る

揺

必

ぃ

れ

の

て

W, 

＂
揺
木
し
し
も
と

l

少
根
う
。

が
、
よ
す

l

幹
と
え
ま

る
支
し

誤解②

植え付けた後、木がゆれないよ
うに、支柱でがっちり固定する。

誤解①
植えつける際には、水分の
蒸散をおさえようとして枝
を強剪定する。

根が切られるからと枝も切る。

,----------------------------------------------------------~ ! - マ 9

i -----戸一亘囀一 向二~ I 
i 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ~ 
i i 
i 県森連市況 平成12年4月27日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

！ 大洲木市 （単位面当り：円） 贔；；ご雰竺屯悶。kg i 
！ ス • 平均単価 2,858円 ！ 

さ末口径
キ ヒノキマッ： その他 銘柄別単価 ！ 

直曲がり直曲がり 直
! 7cm下本 326本 245本 430本 300 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

i 8 cm上本 400本 338本 500本 500 こうこ ～ 特用大 3,500 ~ 4,300 強 ！ 

: 4 ml3 cm上 17,00011,600 34,000 24,000 18CID上20,000 大 厚 6,000~ 7,500 強特用中 3,500~ 4,100 強！
t 1 11 s cm上17,300I 12, 100 I 3~, 500 I 27,000 ~4cm上 24,000
: 24 cm上 1780012 800 35 000 28 6OO CID上34000 中 厚 6,000~ 7,900 強特用中小 3,000~ 3,500 保 i 
! 7cm下本 170本 150本 242本 150 中小厚 5,200~ 6,800 強特用小 2,000~ 2,500 保 ｝ 
i 

8 cm上本 本 200本本 300
11 cm上12,4301 115,000 

小 厚 2,600~ 5,600 保大バレ 2,400~ 2,600 強 t
t 3 m13 cm上 19,20010,000 31,800 26,891 18cm上18,000 大ウス 5,000~7,300 強中パレ 2,200~ 2,500 強 i 
: I 11 s cm上 16:150113: 110 I 31: 880128'360 ~4cmJ: 20:000 中ウス 5,000 ~ f:i,300 強中小パレ 1,600 ~ 2,000 保 t 
! 24 cm上1600010 500 25 990 18 400 cm上23000 

7 cm下本 一本一本 一本一
中小ウス 4,500 ~ 5,600 強小バレ 500 ~ 800 保 i ! 2m8cm上本一本一本一本一 小ウス 2,200~ 4,800 保変形 1,200~ 2,000 保！

i 
16 cm上 13Cll上 ジャミ 1,000~ 3,200 保色悪ウス 1,200~ 2,000 保
30 cm上 CI1上
13 cm上2s,000119,000148,220l38,880

i どんこ大 ～ 色悪ハレ 600~1,800 保 : 

! 6 m 18 cm上2310018 800 43 190 38 890 どんこ中 4,000 ~ 7,100 保 4粒ドンコ ～ ！ 

i 特選 142,000 どんこ小 l,500 ~ 2,400 保スライス 1,000 ~ 5,300 保 i 
： 足 場 1m当たり円～円 概況松山椎茸会総会市を開催。今年の作柄を受け、小薬系が約48%、パレ～
i 一般材市況は、杉・桧共柱材は保合。小径木は弱保合。 格外系約33％の出品で全体の平均単価はあまり上がってないが、春子中 ｝ 
i 備考特選木は高値で盛況。松は時期的なものもあり弱保合。 葉～大葉を中心に強保合の相場で推移した。もうすぐ梅雨です。早めの i 

i 
出荷をお願いします。 i 

し—·----------------------------------------------------
」
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国
の
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
は
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
、
小
藪
温
泉
本
館
を
登
録
す
る
よ
う
中
曽

根
文
部
大
臣
に
四
月
二
十
一
日
答
申
し
ま
し
た
。

(u
,

t
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小
藪
温
泉
本
館
は
小
藪
川
に

面
し
て
建
つ
旅
館
で
す
。
創
業

は
1
8
7
6
年
（
明
治
九
年
）
で
、

本
館
は

1
9
1
3
年
（
大
正
二

年
）
の
建
築
で
、
木
造
三
階
建

て
、
入
母
屋
作
り
、
か
わ
ら
ぶ

ぎ
で
各
階
と
も
室
内
空
間
を
高

く
と
っ
た
近
代
的
な
和
風
建
築

と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
階
建
て

の
木
造
建
築
は
非
常
に
珍
し
く

今
回
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
本
館
の
三
階
部
分
は
、

新
館
が
増
築
さ
れ
た
た
め
宿
泊

施
設
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

三
井
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、

報
道
を
見
た
お
客
さ
ん
が
、

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
か
、
「
登
録
文
化
財
と
な
る

場
所
で
食
事
や
入
浴
が
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
反
響
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

こ
の
登
録
有
形
文
化
財
は
築

五
十
年
以
上
の
建
物
、
煙
突
等

後
世
に
残
し
た
い
建
物
を
登
録

す
る
制
度
で
す
。

県
内
で
は
今
回
小
藪
温
泉
の

他
に
長
浜
町
の
長
浜
庁
舎
、
川

之
江
市
の
一
柳
陣
屋
門
の
二
件

が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
庁

は
約
ニ
カ
月
後
に
登
録
を
官
報

告
示
す
る
予
定
で
す
。
ち
な
み

に
県
内
の
登
録
有
形
建
造
物
は

合
わ
せ
て
九
件
と
な
り
ま
し
た
。

,........................,..,,...,,..,.....,....................、................................,........,.............................,..........、．．，.................,,..,,.............,..........................,.................,............、＇’’'........,,..,,................,、，．．,,..,,．．.,..．．,..．....,、,..,,．．，.．．．,．．．,.．．..．．..,,．....．,．．．．,...，....．．．．,.、..．．t

： 平成12年度 中野小学校プール使用要領 ］ 
］ 一般町民（児童•生徒を含む）が使用する場合 〉

(1)プール使用日誌に記名の上、使用すること 〉
(2) プールに掲げてある注意書きを守ること ［ 

百 2使用できる期日
(3)学校長または施設管理人の指示を守ること ＼ 

〉 •中野小学校が授業を行わない日。ただし、
( 7月24日（月）～25日（火）は、川上地区」、 5監視人について ） 
＼ 学校水泳大会関係で使用できません。 （1)幼稚園以下の児童は、保護者またはそれに ］ 

代わる責任者が必ず同伴すること ＼ 

¥ 3使用できる時間 (2)小学生は、保護者が協議して定めた監視人 〉
: •午前10時から 。忍戸っの← 戸□、 のもとで使用すること 〉

ー： 午後6時まて□忍二□こ&6電話番号 34-3256 : 

1...............,..,..............,........,.......,,..,....,,..,,...,,..........................,............．ヽ...,........,................,,..,..............,..,.....,.....................、,．．．．..．,，．，．,,..、,．.．,,........,........,.........................,,..,,...,,..,,...,,........,...、..．．:．..．．..,...．,..．.....,.．．．...,，.．.．,..．...．.,.．．，．.．.,..．,.．、,,........,!

1使用を許可する期間 4使用上の注意

● 6月15日（木）から 8月31日（木）まで
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二宮運営委員長あいさつ

楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
十
八
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
の
開
幕
式
が
、

連
休
明
け
の
五
月
八
日
（
月
）
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。
二
宮
運
営
委
員
長
あ
い
さ
つ
、
公
民
館
長
が
あ

い
さ
つ
、
試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
に
先
立
ち

二
宮
運
営
委
員
長
の
始
球
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
リ
ー
グ
戦
に
は
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
、
三
つ

の
リ
ー
グ
に
分
か
れ
、
六
月
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

な
お
、
試
合
開
始
は
第
一
試
合
は
、
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
、
第
二
試
合
は
午
後
八
時
五
十
分
か
ら
で
す
の

で
、
選
手
、
審
判
の
み
な
さ
ん
は
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

け
が
等
な
い
よ
う
、

（
 

（
 

第28回 ソフトボールリーグ戦対戦表

） 

月/8冒8 第 1試合(19:30) 第 2試合(20:50) 月/8置E 第 1試合(19:30) 第 2試合(20:50)

5/ 8 月cヤング予子林一下鹿酎II-e IJーグ-----28日 休 み 休 み

9火ほ谷77イヤーストーンズー道野尾・山槌 c上鹿野／iiA -上鹿野 /IIB 29月c赤岩 橋一肱／,,町議会議員 0軋鳥坂ダムウィングスーオールド予子林

10水c /II上建設一三 月cミドル予子林一正山オールド 30火c川上建設ーミドル予子林 cヤング予子林一対名ファイヤーストシズ

11木c共栄マッキーズー中9ドッグバッり cオールド予子林一赤 岩 橋 31オく◎上鹿野 /IIBー下鹿野l11セリーグ0中野77イターズー共栄マッキーズ

12金◎肱／1|訂議会議員一岩谷パワーズ ◎オール中居谷ー』鳥坂ダムウイングス 6/ 1 木c大谷メッツー上鹿野川 A°"fドッグバックー三 月

13土 休 み 休 み 2金 ◎岩谷パワーズーオールド予子林 c肱川町議会議員ーオール中居谷

14日 休 み 休 み 3土 休 み 休 み

15月◎大谷メッツー紐77イヤーストーンズ0中野77イターズーミドル予子林 4日 休 み 休 み

16火＠上鹿野 /IIAーヤング予子林 ◎共栄マッキーズー／1| 上 建 設 5月cミドル予子林一三 月0下鹿月ll|ti）ーグー大谷77イヤーストーンズ

17水◎道野尾・山槌ー上鹿野 /IIB ◎正山オールドー中月ドッグバック 6火cヤング予子林一道野尾・山槌 c上鹿野）iiB -大谷メッツ

18木0オールド予子林ーオール中居谷 c赤 岩 橋一岩谷パワーズ 7水〇雌坂ダムりィングスー赤 岩 橋◎正山オールドー）1| 上建設

19金0下鹿月ll|tリーグー大谷メッツ c三 月ー中月77イターズ 8木0中野ドッグバックー中野ファイターズ ◎オールド予子林一肱川町議会議員

20土 休 み 休 み 9金 c三 月一共栄マッキーズ ◎上鹿野）iiA -下鹿野）,,セリーグ

21日 休 み 休 み 10土 休 み 休 み

22月◎共栄マッキーズー正山オールド ◎道野尾・山槌ー上鹿野）iiA 11日 休 み 休 み

23火0中月ドッグバックーミドル予子林 歓谷77イヤーストーンズー上鹿野）1|B 12月◎上鹿野｝iiB -ヤング予子林 ◎道野尾・山槌ー大谷メッツ

24水◎肱川町議会議員ー』鳥坂ダムウィングス ◎岩谷パワーズーオール中居谷 13火cオール中居谷ー赤 岩 橋◎岩谷パワーズー雌坂ダムりイングス

25木0中月77イターズー）ii 上 建 設◎大谷メッツーヤング予子林 14水 ◎正山オールドー中ff7 7イターズ ◎川上建設ー中野ドッグバック

26金c三 月一正山オールド 0下鹿月JIIセリーグー道野尾・山槌 15木侃谷77イヤーストーンズー上鹿野）IIA◎ミドル予子林一共栄マッキーズ

27土 休 み 休 み

,‘,`‘ 

※◎印は、審判チームです。◎印の付いていないチームが、日誌を記入してください。

1試合目の◎印の付いていないチームが、準備当番です。

2試合目の◎印の付いていないチームが、日誌とかぎの返却当番です。

グラウンドの整備は、両チームで行ってください。
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文楽の三番斐 人 形を囲んで

昭
和
三
十
年
頃
ま

で
新
年
に
な
る
と
、

決
ま
っ
た
日
に
必
ず

人
形
の
入
っ
た
箱
を

担
っ
て
家
々
を
ま
わ

る
「
三
番
斐
廻
し
」
が

家
々
を
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ

の
「
三
番
斐
廻
し
」
も
、

い
つ
し
か
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
「
三
番
斐

廻
し
」
と
「
恵
比
須
舞
」

を
復
活
さ
せ
た
徳
島
県
の
人
た

ち
が
三
月
二
十
九
日
（
水
）
、
肱

川
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
人

た
ち
は
徳
島
県
徳
島
市
に
あ
る

芝
原
生
活
文
化
研
究
所
の
一
行

六
名
で
す
。
な
ぜ
、
肱
川
を
訪

れ
た
か
と
い
う
と
、
二
月
に
大

洲
市
で
公
演
を
行
っ
た
際
、
肱

川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
が
寄
託

を
受
け
て
い
る
資
料
の
中
に
、

「
三
番
斐
」
人
形
と
「
恵
比
須
舞
」

人
形
が
あ
る
の
を
聞
い
た
の
と
、

大
谷
文
楽
の
人
形
頭
を
見
た
い

と
言
う
こ
と
で
訪
問
さ
れ
ま
し

こ。t
 生活
文
化
研
究
所
の
人
た
ち

は
地
元
に
伝
わ
っ
て
い
た
が
途

絶
え
て
し
ま
っ
た
「
三
番
斐
」
と

地
元
に
伝
わ
る
「
芝
原
恵
比
須

舞
」
を
復
活
さ
せ
た
方
々
で
、

全
国
各
地
に
伝
わ
る
三
番
斐
や

恵
比
須
舞
を
調
査
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。

徳
島
市
は
、
大
谷
文
楽
も
所

有
す
る
人
形
頭
の
制
作
者
で
あ

る
「
天
狗
久
」
の
工
房
や
有
名
な

人
形
頭
制
作
者
を
輩
出
し
た
場

所
で
あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
の
本

場
で
す
。
一
行
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

を
訪
れ
受
託
し
て
い
る
人
形
を

見
な
が
ら
、
文
化
財
保
護
審
議

委
員
さ
ん
た
ち
か
ら
聞
き
取
り • 

資料館で人形を囲んで

調
査
を
行
っ
て
い
ま
し

こ。f
 次
に
大
谷
文
楽
伝
習

館
を
訪
れ
、
大
谷
文
楽

保
存
会
会
長
の
中
塚
さ

ん
や
座
員
の
今
宮
さ
ん

か
ら
大
谷
文
楽
の
経
緯

等
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
大
谷
の
人
た
ち
に

文
楽
を
伝
え
た
「
吉
田

伝
次
郎
」
一
座
の
人
形

を
芝
原
生
活
文
化
研
究

所
も
保
存
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
一
層
話
が

弾
ん
だ
よ
う
で
す
。

最
後
に
公
民
館
で

「
三
番
斐
」
と
「
芝
原

恵
比
須
舞
」
の
実
演

が
行
わ
れ
、
文
化
財

保
護
委
員
さ
ん
の
中

に
は
懐
か
し
そ
う
に

見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
も
い
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
箱
に

入
れ
て
持
っ
て
ま
わ

る
三
番
斐
と
恵
比
寿

の
人
形
が
残
っ
て
い

る
の
は
肱
川
町
の
資

料
館
だ
け
で
す
。
懐

か
し
い
民
俗
文
化
財

が
肱
川
で
も
復
活
す

れ
ば
い
っ
そ
う
交
流

が
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ

う。

恵 比 寿 舞 復活した三番斐人形を担いで
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あ
や
ま
ち
小
学
校
6
年
生

別
に
き
ず
つ
け
る
つ
も
り
も
な

＜
 
言
っ
た
言
葉
で
き
ず
つ
け
た

別
に
差
別
す
る
つ
も
り
も
な
く

言
っ
た
言
葉
で
苦
し
め
た

い
っ
た
い
私
た
ち
は

い
く
つ
の
あ
や
ま
ち
を

お
か
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

そ
の
あ
や
ま
ち
に

気
付
い
た
時
に
は
も
う
お
そ
い

そ
の
子
の
苦
し
み
は
消
え
は
し

な
い
の
だ
か
ら

言
っ
た
言
葉
は
な
く
な
り
は
し

な
い
の
だ
か
ら

な
ら
ば
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考

ぇひ
と
こ
と
あ
や
ま
っ
て

明
日
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み

よ
う
き
っ
と
今
ま
で
忘
れ
て
い
た

や
さ
し
い
心
が
み
つ
か
る
か
ら

言
葉
の
大
切
さ
が
わ
か
る
か
ら

そ
し
て
友
達
が

一
人
ふ
え
た
こ
と
に

気
付
く
の
だ
か
ら

「
じ
ん
け
ん
の
詩
」
よ
り

中
野
小
学
校沖

野

雅

夫

忘
れ
ら
れ
な
い
あ
の
ニ
―
―
口
と

い
う
の
は
、
だ
れ
で
も
経
験
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
二
十
年
も
前
に
言
わ

れ
た
言
莱
が
忘
れ
ら
れ
な
い
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
は
人

を
き
ず
つ
け
て
い
な
い
の
か
と

い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
が
お
ぼ
え
て
い
な

く
て
も
、
き
っ
と
言
わ
れ
た
人

は
覚
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

こ
の
詩
の
内
容
は
、
子
ど
も

の
社
会
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
私
た
ち

の
大
人
社
会
で
は
、
「
ひ
と
こ

と
あ
や
ま
っ
て
」
す
む
問
題
で

は
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

強
弱
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
誰

で
も
人
を
ば
か
に
し
た
り
、
仲

間
は
ず
し
に
し
た
り
、
い
じ
め

た
り
し
た
経
験
は
、
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
う
、
差
別
は
誰
の
問

題
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
一

人
の
問
題
な
の
で
す
。

自
分
の
心
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
、
差
別
を
考
え
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
ん

な
で
「
明
日
と
い
う
も
の
を
考

え
て
」
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

＿
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

菌菌忠字字字牢粗密字宋弔忠率申字弔苧申字甲閑菜率弔宅面菌菌

瓢I［歌』麿岡喜り風虹ガ望引題仁囀
欝欝欝厨賣也虎貸
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麟麟g麟曲訓鹿野川川柳大会ト
湘曲曲曲曲曲曲曲
渇選躙菌菌菌歯

菌菌圏菌菌菌菌和困面因臨困困涵函森困困面却函菌密困菌菌菌歯

つりはし川柳会主催による「鹿野川川柳大会」

が4月29日みどりの日午前10時から肱川町公民館
で開催され、県内各地、高知県宿毛市からの参加

があり、 130人が参加しました。
各題の秀句は次のとおりです。

「

腕

」

高

畑

俊

正

選

人
腕
ふ
る
い
た
く
な
る
旬
の
春
野
菜

地
凄
腕
と
言
わ
れ
孤
独
の
中
に
い
る

天
こ
の
腕
に
す
が
る
妻
子
も
夢
を
持
つ

「

窓

」

加

藤

明

選

人
ハ
ン
サ
ム
な
セ
ー
ル
ス
た
っ
た
覗
き
窓

地
初
孫
へ
窓
の
外
か
ら
初
対
面

天
天
窓
の
よ
う
に
灯
を
注
ぐ
母

「

謎

」

井

原

み

つ

子

選

人
深
海
の
謎
は
解
く
ま
い
神
が
住
む

地
満
天
の
星
満
天
の
謎
を
抱
き

天
出
生
の
謎
解
け
ぬ
ま
ま
解
か
ぬ
ま
ま

「

乗

る

」

渡

辺

南

奉

選

人
波
に
乗
る
ま
で
は
亀
の
子
気
が
抜
け
ず

地
席
ゆ
ず
る
遠
足
の
子
と
乗
リ
合
わ
す

天
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
る
と
自
然
が
寄
っ
て
来
る

「

予

想

」

合

田

遊

月

選

人
遺
言
に
予
想
も
し
な
い
お
ん
な
の
名

地
予
想
よ
リ
軽
く
て
小
さ
い
母
を
抱
く

天
大
器
晩
成
ず
っ
と
予
想
の
ま
ま
だ
っ
た

「
枯
れ
る
」
塩
見
草
映
選

人
あ
る
た
け
の
色
に
染
ま
っ
て
枯
れ
落
ち
る

地
青
写
真
残
し
て
夢
は
立
ち
枯
れ
る

天
恋
終
わ
る
真
紅
の
バ
ラ
も
枯
れ
た
ま
ま

「
歌
麿
」
兵
頭
ま
も
る
選

人
心
ま
で
読
ん
で
歌
麿
や
っ
と
筆

地
歌
麿
の
版
画
を
掛
け
る
場
所
は
あ
る

天
歌
麿
に
酔
う
て
擦
リ
師
の
手
が
し
な
る

特
別
課
題

「

風

」

上

甲

満

男

選

人
感
動
の
風
を
手
話
の
子
か
ら
貰
い

地
ラ
イ
バ
ル
を
先
に
立
た
せ
て
風
を
読
む

天
風
と
来
た
女
が
風
を
置
い
て
ゆ
く

成
績
は
以
下
の
と
お
リ

一
位
定
造
、
二
位
す
す
む
、
三
位
ま
も
る
、
四
位
京
子
、

五
位
鬼
川
、
六
位
安
恵
、
七
位
草
映
、
八
位
凡
洲
、
九
位

省
三
、
十
位
正
夫
、
以
上

時

子
す
す
む

鬼

道

永安華

秋恵泉

和正柳

美夫翠

す
す
む

美
代
子

ま
も
る

茶美凡
花重
南子洲

ヒ
ロ
コ

定

造
京

子

五安遊

葉隆月

安美
和重
恵子

社
会
教
育
団
体
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
婦

人
会
は
、
戦
後
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
で
自
ら
の
教

養
を
高
め
る
学
習
会
や
、

趣
味
を
広
げ
る
活
動
、

栄
養
学
級
、
生
活
改
菩

運
動
な
ど
の
ほ
か
、
地

・ー

'
L

域
で
の
様
々
な
婦
人
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
▲
そ
の

婦
人
会
が
近
年
、
一
部
を
除
い

て
組
織
の
維
持
が
む
ず
か
し
く

な
り
解
体
す
る
と
い
う
現
象
が

出
て
き
た
。
こ
の
現
象
は
肱
川

町
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
町
村
も

同
様
で
お
る
。
理
由
は
「
役
員

に
な
り
て
が
な
い
、
役
員
に
な

れ
ば
町
内
は
勿
論
、
県
内
の
い

ろ
い
ろ
の
会
に
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
か
ら
と
も
聞
く
。
勿

論
、
基
本
的
に
は
対
象
人
口
の

減
少
や
高
齢
化
が
大
き
な
原
因

で
あ
ろ
う
▲
行
政
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
婦
人
会
と
い
う
組
織

を
通
し
て
学
習
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
個
人
で
は
出
来
得

な
い
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
生
涯
学

習
を
積
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
一
方
半
強
制
的
に
お

願
い
し
て
き
た
出
張
な
ど
反
省

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▲
現
状

で
た
だ
ひ
た
す
ら
願
う
の
は
、

一
人
一
人
が
社
会
の
変
化
を
直

視
し
、
自
分
な
り
の
向
上
を
忘

れ
な
い
こ
と
と
、
近
隣
社
会
を

支
え
て
い
た
だ
く
女
性
の
役
割

を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

で
あ
る
。
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（行 事 予定 表〕

種別 日（曜） 1/了― 事 場 所 時 間

13（火） 元気印教室 肱川町公民館 10:00,...__,14:oo 

14（水） 結核レ‘ノトゲソ検診・成人病検診
郷集会所 10 : 00"-'11 : 00 

中津集会所 13:30,-.___,14:30 
成

大谷公民館 9 :30,-.__,10:20 

人
19（月） 健康相談

大平集会所 10: 50,..___, 11: 30 

敷水集会所 9 :30,.___,10:20 

保 26（月） 健康相談 岩谷公民館 10 : 50,,..__, 11 : 30 

健
月野尾集会所 13:00~13:30 

山槌集会所 10 : 00,.._, 11 : 00 
28（水） 結核レ‘ノトゲソ検診・咸人病検診

予子林公民館 13:30'"'--'14:30 

30（金） リハビリ教室 保健セ ‘ノター 13:00,..._,16:oo 

精
2 （金）

9 （金）
神
16（金） デイケア 保健セソター 8 :30,,....__,16:30 

保
23（金）

険
30（金）

1呆巨｝ 20（火） 幼児教室 河辺村老人福祉セソター 9 :30~ 

健子 29（木） 1 歳半 • 3歳児健診 保健セ‘ノター 13:00,-.___,13:30 

そ
2 （金） 正山小・大谷小 13:30~ 

5 (月） 中野小・予子林1J13:30,.._, 

の 9 （金） 日本脳炎 肱川中学校 13:30,.._, 

他
16（金） 中野小・予子林Ij 13:30~ 

23（金） 正山小・大谷小 13:30~ 

日（曜） 主 な 1ヽ了ー 事

1 （木） 町内 4年生松山見学

2 （金） 選挙管理委員会

4 (日） 第21回町内クロ ッケー大会

6 （火） 不用犬引取り

18 (日）
町内バレーボール大会

町内レクバレー大会

20（火）
不用犬引取り

町議会運営委員会

21（水）
古紙収集

部落長会・選挙管理委員会

28（水）
町税等出張受入

町議会6月定例会招集

6月の不燃物収集

6月15日（木）から

（出すのは14日中に）

収集地区 正山・岩谷 ・予子林地

区、八重栗、上森山、京造、見の

越、月野尾、大和（久下 ・上石丸

除く）、中野（上中野除く）、上・

下鹿野川

収集日

6
 
月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

4 (日） 石川内科医院 24- 3306 
（若宮）

小川整形外科

（三の丸）
23- 5596 

11(日）

米 JI I 医院 52-0165 
（長 浜）

18(日） 中塚内科 24-0606 
般 （西大洲）

25(日）
城戸眼科 24-1010 
（東大洲）

救 月・火
市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

6
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日
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安

川

修

太

ち

ゃ

ん
（
協
生
）

も

え

り

萌
里
ち
ゃ
ん

（
瓜
生
谷
）

認

し

お

わ

世

に

山
本
勝
さ
ん
（
肱
川
町
大
和
）

高
橋
直
美
さ
ん
（
今
治
市
）

も

令

9

4
.
9
.

＿.

9

-＿P

♦

・
言

や

す

ら

愈

に

§

令

ー
'

_
・ー
色
．

9

-―-9
♦

・
舌

上
鹿
野
川
宮
本
佐
市
さ
ん
(79
歳）

小

藪

宇

都

宮

常

行

さ

ん

(93
歳）

共

栄

栗

木

亀

茂

さ

ん

(73
歳）

゜
4
/
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濱
田


